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学
会
彙
報

▼
平
成
二
十
七
年
度　
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

	

於　

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

	
	

　
　
　

中
央
図
書
館
新
館
４
Ｆ
・
視
聴
覚
ホ
ー
ル

	

二
〇
一
五
年
六
月
六
日
（
土
）

	

〔
研
究
発
表
〕

書
き
言
葉
と
し
て
の
上
代
特
殊
仮
名
遣
い	

―
イ
列
甲
乙
類
を
め
ぐ
っ
て
―			

李　
　
　

潣　

基

『
在
明
の
別
』
の
左
大
臣
に
つ
い
て
の
一
考
察			

小　

松　

明
日
佳

中
村
三
近
子
の
「
善
念
」
観
に
つ
い
て			
脇　

山　

真　

衣

近
世
仏
教
と
孝
子
伝
―
明
学
が
も
た
ら
し
た
も
の			
勝　

又　
　
　

基

甑
島
里
方
言
の
重
複
形
式
に
つ
い
て			

久
保
薗　
　
　

愛

上
代
語
に
お
け
る
接
頭
辞
「
コ
（
子
）」
の
存
否
に
つ
い
て		

	

田　

籠　
　
　

博
	

〔
講　
　

演
〕

蕪
村
と
蝶
夢
―
日
本
近
代
詩
歌
の
一
源
流			

田　

中　

道　

雄

▼
第
六
十
五
回
西
日
本
国
語
国
文
学
会

	

於　

長
崎
大
学
教
育
学
部
三
一
番
講
義
室

	

二
〇
一
五
年
九
月
一
九
日
（
土
）
～
二
〇
日
（
日
）

	

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

「
長
崎
の
地
域
的
特
性
と
文
学
」		

	

高
山
倫
明
・
若
木
太
一
・
下
野
孝
文
・
坂
口　

至

	

〔
研
究
発
表
〕

明
治
期
児
童
書
に
お
け
る
仮
名
の
ふ
る
ま
い			

巣　

山　

優　

希

武
富
廉
斎
著
『
蠶さ

ん

母ぼ

要よ
う

覧ら
ん

』
に
関
す
る
一
考
察			

中　

山　

成　

一

並
列
表
現
「
～
つ
～
つ
」
の
消
長
に
関
す
る
考
察	

―
動
作
作
用
の
並
列
表
現
の
推
移
補
遺
―			

京　
　
　

健　

治

水
上
文
学
に
お
け
る
仏
教
言
説
に
つ
い
て	

―	「
悲
母
観
音
」
の
受
容
と
表
象
か
ら
―			

篠　

田　

菜　

央

字
音
接
辞
「
当

－

」
の
形
成
と
定
着
に
お
け
る
歴
史
的
研
究		

	

金　
　
　

香　

梅

佐
賀
市
方
言
に
お
け
る
動
詞
五
段
化			

高　

山　

百
合
子

	

（
九
州
大
学
関
係
者
の
み
）

▼
受
贈
図
書
（
二
〇
一
五
年
四
月
～
二
〇
一
五
年
九
月
）

ふ
れ
あ
い
文
芸
〈
平
成
二
十
七
年
版
〉			

日
本
科
学
技
術
振
興
財
団

能
楽
資
料
叢
書
１　

大
蔵
虎
清
間
・
風
流
伝
書
（
田
口
和
夫
校
訂
）		

	

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所

能
楽
資
料
叢
書
２　

金
春
安
住
集
『
歌
舞
後
考
録
』『
御
用
留
』（
六
麗

会
校
訂
、
小
林
健
二
編
集
）			

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
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能
楽
資
料
叢
書
３　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵　

秋
田
城
介
型
付
（
秋

田
城
介
型
付
研
究
会
校
訂
）			

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所

能
楽
研
究
叢
書
１　

ZEAM
I : SIX REVIVED

 BAN
G

AI PLAYS

（Translated 

and introduced by ROYALL TYLER

）			

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所

能
楽
研
究
叢
書
２　

ギ
リ
シ
ア
悲
劇
と
能
に
お
け
る
「
劇
展
開
」 

―
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
を
手
引
き
に
、
そ
し
て
彼
を
超
え
て
―	（M

. J. 

ス
メ
サ
ー
ス
ト
著
、
渡
辺
浩
司
・
木
曽
明
子
訳
）	

	
	

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所

能
楽
研
究
叢
書
３　

E
X

P
R

E
SSIO

N
S O

F
 T

H
E

 IN
V

ISIB
L

E
 

（E
dit 

by M
IC

H
A

E
L

 W
AT

SO
N

 and R
E

IK
O

 YA
M

A
N

A
K

A

）		
	

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所

能
楽
研
究
叢
書
４　

野
上
豊
一
郎
の
能
楽
研
究
（
伊
海
孝
充
編
集
）		

	

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所

神
道
資
料
叢
刊
十
四　

小
津
久
足
紀
行
集
（
二
）（
髙
倉
一
紀
・
菱
岡
憲

司
・
龍
泉
寺
由
佳
編
）			

菱　

岡　

憲　

司

仮
名
草
子
集
成　

第
四
十
九
巻
（
深
沢
秋
男
・
伊
藤
慎
吾
・
入
口
敦
志
・

中
島
次
郎
・
柳
沢
昌
紀
編
）			

入　

口　

敦　

志

上
代
文
学
研
究
史
の
研
究
（
河
野
頼
人
著
）			

川　

平　

敏　

文

万
葉
研
究
史
の
周
辺
（
河
野
頼
人
著
）			

川　

平　

敏　

文

日
韓
の
書
誌
学
と
古
典
籍
（
大
高
洋
司
・
陳
捷
編
）			

入　

口　

敦　

志

天
理
ギ
ャ
ラ
リ
―
第
一
五
五
回
展　

手
紙
―
筆
先
に
こ
め
た
想
い
―		

	

天
理
図
書
館

尾
張
国
名
古
屋
元
材
木
町
犬
山
屋
神
戸
家
文
書			

国
文
学
研
究
資
料
館

信
濃
国
埴
科
郡
松
代
伊
勢
町
八
田
家
文
書
目
録			

国
文
学
研
究
資
料
館

建
畠
晢　

poetry/ art			

前
橋
文
学
館

新
島
襄
生
誕
170
年
記
念　

襄
と
八
重
の
上
州
―
新
島
襄
が
こ
の
地
に
播

い
た
種
―			

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

第
81
回
企
画
展　

あ
す
な
ろ
と
崔
華
國
―
名
曲
茶
房
―		

	

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

第
82
回
企
画
展　

芥
川
龍
之
介
の
生
涯
―
あ
ま
り
に
人
間
的
な
―		

	

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

第
83
回
企
画
展　

土
屋
文
明
と
そ
の
門
下
の
歌
人
た
ち
―	『
自
生
地
』

と
『
ケ
ノ
ク
ニ
』	

―			

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

第
84
回
企
画
展　

文
豪
田
山
花
袋
―
近
代
の
小
説
を
模
索
し
た
日
々
―		

	

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

第
85
回
企
画
展　

私
の
宝
物
―
野
間
清
治
と
少
年
少
女
雑
誌
の
世
界
―		

	

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

第
86
回
企
画
展　

生
誕
130
年
記
念
展　

山
村
暮
鳥
―
そ
し
て
『
雲
』
が

生
ま
れ
た
―			

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

第
87
回
企
画
展　

近
代
を
駆
け
抜
け
た
作
家
た
ち
―
文
豪
た
ち
の
文
字

は
語
る
―			

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館



―	75	―

〒
八
一
二

－

八
五
八
一	

福
岡
市
東
区
箱
崎
六

－

一
九

－

一
	

九
州
大
学
文
学
部
内
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

	

（Tel

・Fax

：
〇
九
二

－

六
四
二

－

二
三
九
五
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.lit.kyushu-u.ac.jp/japano/

（	

研
究
室
の
ア
ド
レ
ス
も
記
し
て
い
ま
す
の
で
、	

学
会
関
係
・

住
所
変
更
等
の
各
種
連
絡
に
も
御
利
用
下
さ
い
。）	

《
規　
　
定
》

一
、
投
稿
は
原
則
と
し
て
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
会
員
に
限
る
が
、
そ

れ
以
外
の
方
に
寄
稿
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

二
、
投
稿
原
稿
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
内
外
を
一
応
の
規
定
と
し
、

そ
の
際
、
二
枚
程
度
の
要
旨
を
添
付
さ
れ
た
い
。

三
、
原
稿
の
採
否
等
に
つ
い
て
は
運
営
編
集
委
員
会
に
一
任
さ
れ
た
い
。

四
、
刊
行
は
年
二
回
を
原
則
と
す
る
。

五
、
刊
行
会
会
費
は
現
在
年
額 

維
持
会
員
四
千
円
（
各
号
二
部
配
布
）、

通
常
会
員
二
千
円
（
各
号
一
部
配
布
）
と
す
る
。

六
、
執
筆
者
に
は
別
に
二
部
を
贈
呈
し
、
希
望
者
に
は
抜
刷
を
実
費
で
分

け
る
。

七
、
会
員
以
外
の
購
読
者
は
毎
号
ご
と
に
誌
代
を
納
め
ら
れ
た
い
。

▼
平
成
二
十
八
年
度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会 

 

総
会
並
び
に
研
究
発
表
会
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
八
年
度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
を
、
平
成
二
十
八
（
二

〇
一
六
）
年
六
月
四
日
（
土
）、
九
州
大
学
附
属
中
央
図
書
館
新
館
・
視

聴
覚
ホ
ー
ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
ご
参
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

研
究
発
表
を
ご
希
望
の
方
は
、
発
表
題
目
を
平
成
二
十
八
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

研
究
発
表
題
目
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
八
年
四

月
下
旬
に
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

〔
お
詫
び
と
訂
正
〕

『
語
文
研
究
』
119
号
（
平
成
二
十
七
年
六
月
六
日
発
行
）
の
「
会
員
著

書
紹
介
」
お
よ
び
「
受
贈
図
書
」
に
お
き
ま
し
て
、
原
武　

哲
様
の
御

氏
名
を
「
原　

武
哲
」
と
誤
記
し
て
お
り
ま
し
た
。
原
武
様
な
ら
び
に

関
係
者
各
位
に
御
迷
惑
を
御
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に
謹
ん
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


